
ピアッシングについて 

 

ピアッシングとは、体の一部に装飾品などを装着するための孔をあけることをいいます。当院では一般的な耳垂部の

ほか、ヘリックス、トラガス、へそのピアスなどを行なっております。 

◯麻酔について 

耳垂、ヘリックスなどのピアッシングは一瞬で終わるため麻酔は行いません。トラガス、へそのピアスは多少時間がか

かるため、麻酔をして行います。 

◯ピアッシング後の処置 

ピアッシングしてから、ピアスホールが形成されるまで、約６週間かかります。その間、ピアスは外さないようにしてくだ

さい。１日２回、ピアスの軸をずらしながら水またはお湯で軽く洗ってください。ピアスホールが完全に落ち着くまで１年く

らいかかります。その間はピアスをしない状態が続くとピアスホールがふさがってしまうことがありますので、注意してくだ

さい。また、ピアッシングに使用したファーストピアスも捨てずに、時々使うようにしてください。 

◯合併症について 

ピアッシングにより下記のような合併症を生じる可能性があります。ご理解いただけた場合は、左の□に☑をしてくだ

さい。 

 感染症・・・ピアスの孔からばい菌が入って化膿することです。赤く腫れ、膿が出ることがあります。 

 アレルギー・・・ピアスの金属が合わず、赤く腫れることがあります。もともと金属アレルギーを持っていなくても、ピア

スをしているうちにアレルギーを発症してしまうこともあります。指輪、ネックレスをしたところが赤くかぶれるなどの

金属アレルギーがある方の施術はおすすめしません。 

 感染やアレルギーを起こした場合、ピアスを外さなくてはいけないことがあり、その場合はピアスの孔は塞がってし

まいます。 

 ケロイド・・・ピアス孔の部分にケロイド（赤いしこり）を形成することがあります。ケロイドを生じた場合は、圧迫、注射、

手術による治療が必要になることがあります。怪我の痕、ニキビの痕などがケロイドになる体質の方は施術をおす

すめしません。両親にケロイド体質の人がいる方も施術をおすすめしません。 

 表皮嚢腫・・・ピアス孔が皮膚の中に潜り込み、袋を形成することがあります。袋ごと切除する手術が必要になること

があります。 

 耳垂裂など・・・耳のピアスの場合、輪っか状のピアスをした際に誤ってピアスを引っ掛けてしまうと、ピアス孔がちぎ

れ、耳たぶが裂けてしまうことがあります。治療、修正のための手術が必要になることがありますので、ピアスを引っ

掛けないように気をつけてください。 

 

上記について説明を受け、十分理解をした上で、ピアッシングの施術を受けることに同意します。 
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